
 阪神カウンセリング・ラボでは、クライエントさんが少しでもよくなることを願って、クライエントさん

に有効だと考える心理療法を用いてカウンセリングをおこなっています。その基盤は、「わかるは かわる」

です。学習によって得られる知識は大切ですが、それをファイル等にしまい込んでいるだけでは変わりま

せん。得た知識をもとに、練習をするスイッチを入れることが変わるきっかけとなります。 

 練習する中で、「気づき」が起こります。数回のカウンセリングで起こる「気づき」によって、それ以降

の相談がいらなくなることもあります。「気づき」によって精神的な状態をよくするだけでなく、人生を見

つめ変革していく力を得る人もいます。 

 「気づき」は、最初は、今までと比べると楽になったというようなことから起こります。そこには、何か

変化が起きています。この変化が何かを考えていくと、また新たな「気づき」が生まれます。気づきが「わ

かる」となり、変わることができるのです。よくなる人は、理解のうえに「練習」をし、「気づき」を得て

います。 

  

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わかるは かわる ～トレーニングを繰り返していく中で起こる「気づき」が大切～ 
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阪神カウンセリング・ラボ  

阪神カウンセリング・ラボ  
ニュースレター  

2022 ５月号 

医療従事者を対象とした講演会

の依頼をいただきました。 

令和 4年6月25日（土） 

大阪市中央公会堂 において、 

お話をさせていただきます。 

 

このような依頼をいただき、大変 

ありがたく思っています。 

今後もご要望があれば、可能な限り

積極的に取り組んでいきたいと思っ

ています。 

https://www.hanshin-cl.com/

